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当別独自の持続可能な
地域づくりの担い手の育成

地域づくりへの主
体的な参加・参画

自己実現と地域社
会への貢献を見据
えたキャリア選択

当別高魅力向上コンソーシアム

当別高ＣＬＡＳＳプロジェクトの概略図

 「当別TANKYUプラン(仮称)」の本格
導入

 コーディネーター機能を活用し、地域
資源(人・もの)を活かした実践

 プロジェクトチーム、コンソーシアム
の立ち上げ・当別高に対する意識調査

 「総合的な探究の時間」カリキュラム
の検討[当別TANKYUプラン(仮称)]

 「総合的な探究の時間」を軸とした当
別町と当別高校の持続的な連携・協働
体制の確立

１年目

２年目

３年目

【研究仮設】
生徒が自ら地域に触れ、地域の問題に目を向け、地域と連携、協働して課題を解決することにより、生徒自身が小さな達成感を積み重ね、生徒
自身の自己肯定感を向上させることができる。この過程を通して、生徒自身が地域の発展に寄与していることを感じることで、主体的に問題を
発見する力、課題を解決する力を育み、地域への課題意識や貢献意識を高め、当別町ならではの新しい価値を創造する持続可能な地域づくりの
担い手を育成することができる。

【現状】
• 当別高校について地域と学校との間に認識のズレが

あることも影響し、地元からの入学者が少ない。
• 仙台藩岩出山領からの入植などの歴史や当別町出身

の作家の文学作品等、当別町の資源をカリキュラム
に活用し切れていない。

• ３学科を有する当別高校の特色がカリキュラムに十
分に活かされていない。

当別町への興
味・関心の醸成

当別町の課題を
発見し、解決策
を提案

【当別高校が目指す生徒像】
 他者を尊敬できる人－創造力のある人
 新たなことへ挑戦できる人－深く学ぶことがで

きる人
 コミュニケーションができる人－課題を発見し

解決できる人

ふるさと当別に心が向く
教育活動の推進

地域愛 人間愛 母校愛

当別高校への興
味・関心の醸成

高校生の支援を
通した当別町の
課題の発見

高校生と協働し
たプロジェクト
を企画・運営

地域住民と協働
したプロジェク
トの企画・運営

地域コーディ
ネーター

当別高校
担当教員

当別町教委
社教主事

プロジェクト推進チーム

System

Literacy Adult

Studen
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振興局
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大学

当別
中

北海道当別高等学校2022.01.31

• プロジェクトの会議の開催（毎月）

• 地域青年層を中心とした構成
• 学校のニーズに合わせた柔軟な対応

地
域
住
民

当
別
高
生

• 地域課題探求型キャリア教育の構築

• 地域課題の解決• 地域課題の解決

観光

西当別
中
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